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大学生の大学滞在時間


















































































「1996年（第 32回）」、「2001年（第 37回）」、「2006年（第 42回）」、「2011年（第 47回）」
の 4回分とした。調査時期は、各回とも 10～11月である。この 4回の調査には、大学滞在
時間を算出する項目が用意されている。また、大学の大衆化、大学生の学力低下5）の議論が
出始めた 1990年代後半時点からの比較をおこなうことができる。
今回は、1996年から 5年間隔で 2011年までの 15年間の大学滞在時間の変化をみていく。
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年は 422.3分（7時間 2分）、2006年は 450.9分（7時間 30分）、2011年は 455.9分（7時












＞ 2年生＞ 3年生＞ 4年生以上の順番に長くなっている。
また、1996年以降、すべての学年の滞在時間が増えている。2011年までの増加をみる
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今までの分析をまとめよう。① 1996年以降、大学生の大学滞在時間の平均は 6時間 45分
























































































全国大学生活協同組合連合会，2013，『CAMPUS LIFE DATA 2012（学生生活実態調査報告書）』
全国大学生活協同組合連合会 .
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【付記】　本稿は、2013年 6月 30日に開催された第 20回日本子ども社会学会大会（於：関西学院大
学）での自由報告「大学生の『生徒化』をめぐって」の筆者の報告部分（共同報告者は武内清
（敬愛大学特任教授））を大幅に加筆修正したものである。
　本稿作成にあたり、武内先生の報告部分も参照させていただいた。参照箇所の掲載へのご了解
と、本稿執筆に対するあたたかいご支援を武内先生よりいただいたことに、お礼を申し上げる。
　調査データの使用にあたっては、全国大学生活協同組合連合会の許可を得た。経年にわたって
蓄積されている貴重な調査データを再分析する機会をいただけたことに、お礼を申し上げる。
